
Ridge to Reef to restore ocean 
海を再⽣するために、海から陸までのつながりを感じる、考える、再びつないでいく。



Start the purchase and resale of our own products in May 2024.









Patagonia’s Next Chapter：

“Earth is now 
our only shareholder.”



パタゴニア⽇本⽀社の海の再⽣に向けた取組



沿岸⽣態系の再⽣
海洋保護区（沿岸）の「質」向上

↑
“海からの視点で⼭から海までのつながりを⾒直し、海と流域を再⽣”

RIDGE TO REEF
のための社会システムへのアプローチ

↑

• 沿岸⽣態系を再⽣させていくための流域単位のアプローチでのパイロット事業を実施

• パイロット事業から得られた教訓を社会システムの変化・改善や、優良事例を増幅させて
いくために活⽤・展開



制度的アプローチ

パイロット事業 フェーズ２

期待される成果の分野

2024
2025 2026 2027 2028 2029 2030

パイロット事業 フェーズ１
（全国に１０サイトほど）実現可能性調査

中間評価

CBD COP16 CBD COP17

ロードマップ RIDGE TO REEF to restore coastal ecosystem

可能性のある論点

流域でのコミュニケーション
プラットフォーム

R2Rを⽀えるファイナンス
（ブルーエコノミー、⺠間からの
資⾦動員、補助⾦のありり⽅、な

ど）
流域治⽔

教育とツーリズム

- 外部専⾨家へのヒアリング
- 現場の取組の調査
- パイロット事業サイトの候補地

選定
- 候補地の情報整理（カルテ）
- 候補地における案件形成
- 伴⾛⽀援の検討

事業ローンチシンポジウム
環境省との事業提携協定署名式
（7⽉23⽇）

Our Ocean 
Conference
（Busan）

⼟壌⽣態系

法制度

最終評価

⺠間セクターの貢献・協⼒システ
ム

再⽣された海域空間

パートナーシップ 法制度へのアプローチ

流域視座での地域づくり事例

キャパビル
ワークショップ

キャパビル
ワークショップ



Patagonia Japan Ridge to Reef Project Launch Event

Ridge to Reef: Restoring Our Ocean -海洋保全の新時代

会場 紀尾井カンファレンス（永⽥町駅直結、⾚坂⾒附駅徒歩1分）
⽇時 2025年7⽉23⽇（⽔）14:00-17:00
主催 パタゴニア⽇本⽀社
協⼒ 環境省

基調講演
⼤原 徹 ⽒ ⼀般社団法⼈Bisui Daisenn 代表理事
島⾕ 幸宏 ⽒ 熊本県⽴⼤学 特別教授


